


tsuboi
四角形



当施設における「集団体操」の現状と課題 
 

キーワード：集団体操 リハビリテーション 

医療法人社団 らぽーる新潟  

  楽いちデイサービス 

                内山 豪（ＳＷ），遠山 茜（ＣＷ），大越 満（ＯＴ） 

 

【はじめに】 

当施設は通所介護施設であるが身体機能の維持・

向上を目的としたプログラムを行っている。その一

つとして行っている「集団体操」は、一人の介護職

員がリーダーになり、約 90分間、約 40名の利用者

が円になり椅子に座ったまま行う体操である。当施

設が開設した平成 14年当初から行っており、理学療

法士と作業療法士が中心となって考案したものであ

る。 

今回、この「集団体操」が利用者にどのように受

け止められているか把握することを目的とした調査

を行った。その結果から今後の課題を考察したので

報告する。 

【対象及び調査方法】 

平成 20 年 9 月 16日（火）～9 月 22日（月）まで

の利用者（要支援 1～要介護 5）のうち、調査に同意

を得られた 135 名を対象とした。なお、失語症の利

用者と身体機能的に筆記が困難な利用者には職員が

聴取した上で記入した。 

【調査内容】 

調査用紙を用いて以下のように質問した。選択肢

は、質問 1、2、3、5 については 5 段階の回答、質

問 4については 3段階の回答とした。 

質問 1.「集団体操」について満足されていますか 

質問 2.「集団体操」の所要時間はどう思いますか 

質問 3.「集団体操」を行うことによって身体がどの

ように変わりましたか 

質問 4.「集団体操」の内容についてどう思われます        

か  

質問 5.「集団体操」中、思うように身体を動かせて

いますか 

【結果】 介護度別・年齢別に集計した。 

1．質問 1について 

「満足である」「やや満足である」と回答した利用者

は、111 名（82.1％）であった。介護度別・年齢別に

よる差はなかった。 

2．質問 2について 

「丁度よい」と回答した利用者は 108名（80％）で

あった。介護度別による差はなかったが年齢別に見る

と、高齢になるにつれ「長いと感じる」と回答した利

用者の声が少数だが聞かれた。 

3．質問 3について 

「よくなった」「ややよくなった」と回答した利用

者は 78名（57.7％）、「変わらない」53名（39.2％）、

「やや悪くなった」「悪くなった」5 名（3.7％）であ

った。介護度別・年齢別による差はなかった。 

4．質問 4について 

「職員によって個性ある体操がよい」と回答した利

用者は 85 名（62.9％）、「どちらでもよい」35 名

（25.9％）、「内容を統一した方がよい」15名（11.1％）

であった。介護度別・年齢別による差はなかった。 

5．質問 5について 

「充分に動かせている」「やや動かせている」と回

答した利用者は 73名（53.9％）であった。「やや動か

せていない」「動かせていない」と回答した利用者は

46名（34.0％）であり、要介護度が重度になるにつれ

身体を思うように動かせていない回答が増える傾向

にあった。 

【考察】 

 今回、「集団体操」が利用者にどのように受け止め

られているか調査した。その結果、利用者は概ね「集

団体操」を支持する回答が多かった。しかしながら、

介護度が高い利用者ほど思うように身体を動かせて

いないことが明らかになった。そこで、今後当施設は

介護度が高い利用者が身体を動かせるように次のよ

うな取り組みをしていきたい。 

・集団体操中、身体を思うように動かせない利用者

への直接援助 

・身体機能に関する勉強会の実施 

・健康運動指導士などの資格取得の推進 

・リハビリテーションに関係する資料の掲示の充実 

これらの取り組みにより、職員のスキルアップを

図り、すべてのプログラムの質の向上を図りたい。

そして、利用者がやりがいを感じ満足のいく身体機

能向上に向けたリハビリプログラムを提供する施設

を目指したい。 


